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（日本語版） 

令和８(2026)年度入学者のための 

筑波大学大学院理工情報生命学術院生命地球科学研究群博士後期課程 

外国人留学生特別選抜学生募集要項（案） 

中国政府が定める「国家建設高水平大学公派研究生項目実施方法」 

に基づき派遣される大学院学生を募集する外国人留学生特別選抜 

 

１．出願資格 

  中国政府が定める「国家建設高水平大学公派研究生項目実施方法」に基づき派遣される大学院学

生を対象とし、修士の学位を有する者、又は令和 8（2026)年 9 月までに有する見込みの者とします。 

 （出願にあたっての留意事項） 

 （１）本特別選抜に合格しても、「国家建設高水平大学公派研究生」（中国政府派遣の類型は、学位

取得博士研究生）に採択されなかった場合は、入学が許可されません。 

 （２）本特別選抜に合格した場合の入学の時期は、秋学期（令和 8（2026）年 10 月１日）となりま

す。 

 （３）本特別選抜により受け入れる場合の検定料、入学料及び授業料は徴収しません。 

    ただし、受給期間を超えた場合は、授業料を徴収することになります。 

 

２．募集する学位プログラム 

  本研究群博士後期課程の各学位プログラムにおいて募集します。募集人員は各学位プログラムと

も若干名。出願する学位プログラム決定にあっては、生命地球科学研究群ウェブサイトで志望する

研究分野等を確認するとともに、希望する指導教員または下記の学位プログラムの教員に必ず連絡

を取ってください。 

 

（ウェブサイトのアドレス） 

  生命地球科学研究群：http://www.life.tsukuba.ac.jp/ 

（受験に関しての問合せ先）  ※「#@#」を「@」に置き換えてください。 

 ■生物学学位プログラム（博士後期課程）： 

学位プログラムリーダー E-mail：miura.kenji.ga#@#u.tsukuba.ac.jp 

■農学学位プログラム（博士後期課程） 

 生物圏資源科学領域： 

学位プログラムリーダーE-mail：sugaya.sumiko.fw#@#u.tsukuba.ac.jp 

 エコリージョン基盤開発学領域、食料・バイオマス科学領域、地域システム経済学領域： 

学位プログラム副リーダーE-mail：ishii.atsushi.fu#@#u.tsukuba.ac.jp 

 NARO 連係先端農業技術科学サブプログラム： 

サブプログラムリーダーE-mail：sasaki.keisuke521#@#naro.go.jp 

■生命農学学位プログラム（博士後期課程）： 

学位プログラムリーダー E-mail：usui.takeo.kb#@#u.tsukuba.ac.jp 

■生命産業科学学位プログラム（博士後期課程）： 

入試担当者 E-mail：sangyo-info#@#un.tsukuba.ac.jp 
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■地球科学学位プログラム（博士後期課程）： 

➢ 地球環境領域： 

学位プログラムリーダーE-mail：tyam#@#geoenv.tsukuba.ac.jp   

➢ 地球進化領域： 

学位プログラム副リーダー E-mail：tsunogae#@#geol.tsukuba.ac.jp 

■環境学学位プログラム（博士後期課程）： 

   学位プログラムリーダー E-mail：uchida.taro.fw#@#u.tsukuba.ac.jp 

     

 

３．出願書類等 

 （１）入学願書 

    本学所定の用紙に所要事項を記入してください。必ずＥメールアドレスを記入してください。 

 （２）外国人出願者用履歴書 

    本学所定の用紙に所要事項を記入してください。 

  （３）英文（または日本文）修士課程修了（見込み）証明書(原本) 

 （４）英文（または日本文）成績証明書 

    本学大学院博士後期課程の出願資格を満たす大学院等の成績証明書(原本)を提出してくださ

い。（通常は修士の学位を取得した大学院） 

（５）英文（または日本文）学位取得明書 

    外国の大学を修了した者は修士相当の学位を取得したことを証明する書類（学位取得証明書

等）の原本を提出してください。 

 （６）受験票・写真票 

    本学所定の用紙に所要事項を記入してください。写真は、出願前３か月以内に撮影した無帽

上半身正面のもので、大きさは４cm×３cm を貼って提出してください。  

 （７）所属大学（出身大学）の指導教員による推薦書（様式任意） 

    英文または和文の推薦書（推薦者の直筆サイン入り原本）を提出してください。 

 （８）英文（または日本文）研究業績目録（様式任意）     

 （９）研究計画書（様式任意） 

    英文または和文の研究計画書を提出してください。Ａ４判サイズ用紙２ページ程度とします。

作成にあっては、研究課題名、所属（出身）大学名、氏名、入学を希望する学位プログラム名、

研究分野、研究課題、研究方法、想定している到達点、結論等を明記してください。  

(10) 最新の国際英語能力試験成績（TOEFL iBT（Home Edition 含む）, TOEIC L&R, GRE/GMAT, 

IELTS Academic）、中国の英語検定（CET）または日本語能力試験認定書（２級以上）。 

いずれも原本かつ 2024 年 2 月以降に受験したものに限ります。 

 ※1 TOEFL iBT については、米国 ETS からの大学直送手続きによる Official Score Report の

提出も認めます。（Institution (DI) コード：9995、Department コード：99） 

    米国 ETS に本学への Official Score Report 直送を申請するとともに、入試出願時は「Test 

Taker Score Report（PDF 版）」を印刷し、他の書類と共に郵送してください。 

 ※2 TOEIC L&R については、デジタル公式認定証の提出も認めます。 

    入試出願時はデジタル公式認定証 PDF を印刷し、他の書類と共に郵送してください。 
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 ※3 IELTS Academic については、試験実施機関からの大学直送手続きによる追加成績証明書

(Additional TRF)の提出も認めます。（送付方法：Electronically(電子)） 

    試験実施機関に本学への追加成績証明書(Additional TRF)直送を申請するとともに、入試

出願時は「成績証明書(Test Report Form)PDF 版」を印刷し、他の書類と共に郵送してく

ださい。 

 ※4 ※1 及び※3に記載の大学直送手続きにより英語能力試験スコア票を提出する場合、各試験

実施機関からのスコア送付が出願期限に間に合わなければ、出願は受理できません。 

 

４．出願方法 

 （１）入学志願者は、出願書類を取りそろえ、以下の出願先に、出願期限までに郵送してください。 

    併せて、Ｅメールでも出願書類を送信してください。 

 

    〒３０５－８５７２ 茨城県つくば市天王台１－１－１ 

    筑波大学 生命環境エリア支援室 大学院教務 

    E-mail アドレス：seimeiin-nyushi@un.tsukuba.ac.jp  

 

 （２）出願期限：令和 7（2025)年 12 月 5 日（金）まで必着とします。 

 （３）出願書類を受理後、E-mail で試験場等の詳細を通知します。 

 

５．選抜方法 

  出願書類及び学力検査等の結果を総合的に判定し、入学候補者を決定します。 

 

６．学力検査及び日程等 

 （１）実施日時：令和 8（2026)年 2 月 12 日（木） 

 （２）科目及び配点：口述試験（100 点） 

 （３）口述試験の内容：英語または日本語により、これまでの研究内容・出願動機と入学後の研究

計画等について発表（15 分程度）の後、15 分程度の質疑応答を行います。 

  

７．学力検査の試験場 

  出願書類等を受理後、E-mail で通知します。 

 

８．合格者の発表 

  令和 8（2026）年 3 月 13 日（金）、合格者には、合格通知書（授業料等免除の取扱いを含む）、

指導教員のバックグラウンドを送付します。併せてＥメールで通知します。 

 

９．入学手続 

  合格者は、「国家建設高水平大学公派研究生」に採用が決定した場合、中国国家留学基金管理委

員会（CSC）で発行する証書（英語表記、CSC の公印入りのもの）の PDF ファイルを E-mail で

下記アドレスに送信してください。 

 



 4 

    E-mail アドレス：seimeiin-nyushi@un.tsukuba.ac.jp  

 

  後日、入学手続の日時、場所、提出書類を入学手続案内により通知します。 

  なお、来日後、証書の原本を確認しますので必ず持参してください。 

 

１０．受験についての注意事項等 

 （１） 提出書類の不足、記載事項に不備がある場合は、出願書類を受理しないことがありますので、

提出前によく確認してください。 

 （２）出願後の志望研究群又は学位プログラムの変更は認めません。 

 （３）出願書類は、返却しません。 


